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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。

建設業と聞くと一般の人は大きな建造物を造るというイメージが
あるかもしれませんが、それ以上に大きなものがあることに気が
付きました。それは現場で働く人たちの「この街を私たちが守る
という使命感」と「人の力」こそが大きな存在であるのだと。建
設業に携わる方々の一致団結する志は私たちに勇気をも与えてく
れる存在なのだと思います。実際、私も毎回「もっと頑張らなけ
れば!!」と、力をいただいています。現場の方々に触れることで
益々、栃木県に住みたくなりました。（笑顔）

山崎エリナ

写真家 山崎エリナ
　兵庫県神戸市出身。1995 年渡仏し、パリを拠点に３
年間の写真活動に専念。40 ヵ国以上を旅して撮影を続
け、エッセイを執筆する。帰国後、国内外で写真展を
多数開催し、雑誌・雑誌連載・広告・映像などで活躍。
海外での評価も高く、ポーランドの美術館にて作品収
蔵。第 72 回アカデミー賞にて名誉賞を受賞した映画監
督アンジェイ・ワイダ氏からもその作品を高く評価さ
れた。代表作『saudade』は音楽家・坂本龍一氏が写真
集にコメントを寄せている。
　ダイオウイカで話題となった NHK スペシャル『世界
初撮影 ! 深海の超巨大イカ』では、スチールカメラマン

として同行し深海を撮影。 2018・2019 年には「インフ
ラメンテナンス写真展」を福島、仙台、東京ビッグサ
イト等にて開催。橋梁やトンネル、道路のメンテナン
ス現場を撮影した写真集『インフラメンテナンス～日
本列島 365 日、道路はこうして守られている』出版な
どの取り組みはインフラメンテナンス大賞優秀賞を受
賞したほか、八重洲ブックセンター本店にて週間ベス
トセラー総合 1 位になるなど話題を集めている。最新
刊に写真集『Civil Engineers 土木の肖像』、『トンネル
誕生』（グッドブックス）。

写真家・山崎エリナ　プロフィール

1998 年　東京写真美術館　出展
1998 年　神戸ファッション美術館ギャラリー
1999 年　東京渋谷ギャラリー・ルデコ
2000 年　富士フォトギャラリー
2002 年　アイスランド大使館（東京）
2003 年　芝パークホテル（東京）
2004 年　ペンタックスフォーラム
2007 年　阪神百貨店　梅田
2008 年　プランタン銀座
2011 年　札幌大丸
2012 年　ホテル日航大阪
2014 年　松坂屋名古屋店　美術画廊
2018 年　福島県福島市　ふくしんギャラリー
2019 年　鳥取大学
2019 年　リコーイメージングスクエア東京

など

海外写真展 

2007 年　ポーランド
クラクフ美術館 Manggha

2007 年　ポーランド
ワルシャワ　在ポーランド大使館

2007 年　モナコ公国
モナコホテルギャラリー

2008 年　ザルツブルグミラベル宮殿
2011 年　フランス

パリ　ためなが画廊
ブラジル
ベレン・ギャラリー

2019 年　ルーブル美術館 写真展示
2021 年　パリ日本文化会館

ほか各国にて開催予定

Photo book 写真集

2002 年「iceland blue アイスランドブルー」
（学研）

2003 年「Saudade サウダージ」
（初版・ピエブックス）

2006 年「ただいま おかえり」（小学館）
2007 年「千の風 神戸から

～天国のあの人へ～」（学研）
2009 年「アンブラッセ ～恋人たちのパリ～」

（ポプラ社）
2018 年「三峯神社」（グッドブックス）
2019 年「インフラメンテナンス

～日本列島 365日、道路はこうして
守られている～」（グッドブックス）

2020 年「Civil Engineers 土木の肖像」、
「トンネル誕生」（グッドブックス）　ほか、
「シネマ食堂」「セカイのきんぴら」写真書籍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

働く姿と真剣な表情は
「確かな経験と仕事に対する誇りに満ち溢れている」

国内写真展


